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は
じ
め
に
　
　

　
一
六
〇
三
年
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
六/

一
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
位
継

承
に
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
両
国
は
、
共
通
の
国

王
を
戴
き
つ
つ
も
別
個
の
議
会
を
持
つ
同
君
連
合
（regal union

）

を
形
成
し
た
。
そ
の
後
、
内
乱
期
の
混
乱
を
経
て
一
六
六
〇
年
に

国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
帰
国
し
、
王
政
復
古

（Restoration

）
が
実
現
す
る
と
両
国
は
、
一
七
〇
七
年
の
議
会
合

同
ま
で
再
び
同
君
連
合
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　
従
来
、
近
世
の
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
歴
史
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
一
国
史
的
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た

が
、
近
年
で
は
、
Ｈ
・
ケ
ー
ニ
ヒ
ズ
バ
ー
ガ
や
Ｊ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
ら

が
モ
デ
ル
と
し
て
主
張
す
る
「
複
合
国
家
論
」
や
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
「
礫
岩
国
家
」
に
関
す
る
議
論
が
国
内
外
で
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
（
１
）

。
こ
の
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
形
成
史
の
動
向
は
、「
ブ
リ
テ

　
論
文

　
王
位
継
承
排
除
危
機
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

　
同
君
連
合
　
―
王
位
継
承
排
除
法
案
（Exclusion Bill

）
の
審
議
過
程
の
分
析
を

　
　
　
　
　
　
　
通
じ
て
―

林
　
田
　
直
　
樹

キ
ー
ワ
ー
ド

　
王
政
復
古
期
　
王
位
継
承
排
除
危
機
　
ブ
リ
テ
ン
史
　
同
君
連
合
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
関
係
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王
位
継
承
排
除
危
機
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
（
林
田
）

ン
」
三
王
国
の
相
互
拮
抗
を
重
視
す
る
「
ブ
リ
テ
ン
史
」（British 

H
istory

）、
一
七
世
紀
中
葉
の
内
乱
の
歴
史
像
を
塗
り
替
え
た
い
わ

ゆ
る
「
修
正
主
義
」（Revisionism

）
と
連
動
し
て
、
近
世
の
ブ

リ
テ
ン
諸
島
に
関
す
る
新
た
な
歴
史
像
を
提
示
し
た
。
本
稿
に
お
い

て
も
、
王
政
復
古
期
の
同
君
連
合
を
対
象
に
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
視
座
は
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
２
）
。

　
近
年
、
我
が
国
に
お
い
て
も
岩
井
淳
氏
ら
に
よ
っ
て
近
世
ブ
リ
テ

ン
の
複
合
国
家
に
関
す
る
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
、
一
七
世
紀
中
葉
を

中
心
に
近
世
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
複
合
国
家
の
実
態
が
ア
メ
リ
カ
植
民

地
を
も
射
程
に
収
め
た
う
え
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

終
章
で
岩
井
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
近
世
ブ
リ
テ
ン
の
複
合
国
家

の
研
究
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
」
で
あ
る
（
３
）

。

　
特
に
王
政
復
古
期
に
関
し
て
は
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
支
配
下
の
三

王
国
で
起
こ
っ
た
事
象
を
「
ブ
リ
テ
ン
」
の
枠
組
み
で
と
ら
え
直
す

研
究
も
行
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
歴
史
家
ハ
ッ
ト
ン
に
よ
る

チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
伝
記
的
研
究
な
ど
を
除
け
ば
、「
ブ
リ
テ
ン
史
」

や
「
複
合
国
家
論
」
の
視
座
に
よ
る
研
究
は
国
内
外
と
も
極
め
て
少

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
（
４
）
。

　
本
稿
が
対
象
と
す
る
一
六
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
の

王
位
継
承
排
除
危
機
（Exclusion Crisis

）
に
関
す
る
研
究
で
は
、

名
誉
革
命
を
視
野
に
入
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
の
政
治
に
関
す
る

研
究
や
、
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
ホ
ィ
ッ
グ
や
ト
ー
リ
に
関
す
る
党

派
の
問
題
な
ど
が
主
た
る
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
（
５
）

。
ま
た
、
宗
教

史
の
視
点
か
ら
は
、
増
長
す
る
教
皇
主
義
（popery

）
の
脅
威
の

中
、
そ
の
背
後
に
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
を
見
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の

人
々
が
、
対
抗
措
置
と
し
て
「
包
括
」
と
「
寛
容
」
に
よ
っ
て
国
教

会
を
強
化
し
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
６
）

。
ま
た
、
ハ
イ
ポ
リ
テ

ィ
ク
ス
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（Jam

es Stuart, 
D

uke of York

）
の
王
位
継
承
に
反
発
し
た
人
々
の
手
に
よ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
分
析
な
ど
を
通
し
て
、
議
会
外
か
ら
政
治
に
影
響
を

与
え
た
ロ
ン
ド
ン
の
人
々
の
実
態
な
ど
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
７
）

。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
一
国
史
的
な
枠
組
み

で
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
治
世
末
期
の
歴
史
像
を
提
示
し
て
き
た
。
そ
れ

故
、
排
除
法
案
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ク
公
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
位
継
承
を

妨
害
す
る
動
き
な
ど
の
一
連
の
事
件
が
ブ
リ
テ
ン
諸
島
全
体
に
及
ぼ

し
た
影
響
や
、
こ
の
時
期
の
「
ブ
リ
テ
ン
」
の
三
王
国
の
政
治
状
況

の
相
互
作
用
に
つ
い
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
潮
流
の
な
か
、
三
王
国
論
の
立
場
か
ら
著
さ
れ

た
歴
史
家
テ
ィ
ム
・
ハ
リ
ス
の
著
書
は
、
一
六
七
八
年
か
ら
八
〇
年

代
初
頭
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
陰
謀
や
王
位
継
承
排
除
危
機
を
「
ブ
リ
テ

ン
」
の
三
王
国
の
枠
組
み
で
と
ら
え
な
お
し
、
こ
の
時
期
の
政
治
状

況
を
「
三
王
国
の
危
機
」
と
述
べ
、
王
政
復
古
期
の
政
治
史
研
究
に

も
「
ブ
リ
テ
ン
史
」
の
視
座
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
画
期

的
な
研
究
で
あ
る
。
同
様
に
ハ
リ
ス
は
排
除
法
案
の
成
立
を
目
指
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し
た
ホ
ィ
ッ
グ
の
指
導
者
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
（Anthony Ashley-

Cooper, 1st Earl of Shaftesbury

）
に
関
し
て
も
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
実
態
を
踏
ま
え
て
政
治
的
発
言
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
８
）

。
ま
た
、
ガ
リ
ー
・
ク
レ
イ
も
王
政

復
古
期
の
三
王
国
に
お
け
る
宗
教
的
分
裂
が
統
治
の
不
安
定
を
も
た

ら
し
、
王
位
継
承
排
除
危
機
が
多
面
的
な
王
政
復
古
体
制
の
危
機
で

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
（
９
）
。

　
我
が
国
で
は
拙
稿
「
王
政
復
古
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け

る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
体
制
」
が
当
時
国
王
の
寵
臣
で

あ
っ
た
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
公
（John M

aitland, 1st D
uke of 

Lauderdale &
 1st Earl of G

uilford 
）
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
お
け
る
政
策
決
定
や
法
の
制
定
が
根
拠
と
な
り
一
六
七
〇
年
代

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
で
弾
劾
の
対
象
に
な
る
と
い
う
同
君
連
合

内
の
国
制
の
錯
綜
と
し
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
た（
（1
（

。

　
後
述
す
る
が
王
位
継
承
排
除
法
案
は
、
同
君
連
合
の
構
成
国
の
一

方
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位
も

継
承
す
る
で
あ
ろ
う
ヨ
ー
ク
公
を
王
位
継
承
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
排
除
法
案
の
制
定
は
、
ひ
と
り
の
国
王
で

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
同
君
連
合
を
分
断
す
る
可
能
性

を
孕
ん
で
お
り
、
こ
の
点
は
、
王
政
復
古
期
の
同
君
連
合
体
制
の
在

り
方
を
探
る
た
め
に
も
十
分
に
検
討
す
る
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
排
除
法
案
そ
の
も
の
を
問
い

直
し
た
研
究
は
国
内
外
に
お
い
て
も
見
ら
れ
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
関
係
や
合
同
（U

nion

）
に
関
す
る
研
究
も
王
政

復
古
期
の
研
究
に
関
し
て
は
手
薄
で
あ
る
。
一
六
七
〇
年
代
後
半
か

ら
八
〇
年
代
初
め
の
「
ブ
リ
テ
ン
」
の
政
治
情
勢
を
検
討
し
た
ハ
リ

ス
や
グ
ラ
ッ
シ
ー
な
ど
の
研
究
者
も
王
位
継
承
排
除
法
案
の
議
会
審

議
の
過
程
や
法
案
そ
の
も
の
を
真
正
面
か
ら
検
討
し
て
い
な
い
の
で

あ
る（
（1
（

。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
六
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
に
か

け
て
の
王
位
継
承
排
除
法
案
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け
る
法
案

審
議
の
過
程
を
「
ブ
リ
テ
ン
」
の
国
制
の
再
編
と
い
う
枠
組
み
で
と

ら
え
な
お
す
こ
と
を
試
み
る
。
特
に
法
案
の
審
議
過
程
で
同
君
連
合

の
構
成
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
（
ま
た
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
）
を
検
討
す
る
こ
と

で
王
政
復
古
期
の
同
君
連
合
体
制
の
重
要
な
一
側
面
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

　
本
稿
で
は
史
料
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
両
院
の
公
式
の
日

誌
を
は
じ
め
、
ア
ン
キ
テ
ル
・
グ
レ
イ
（Anchitell G

rey

）、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
コ
ベ
ッ
ト
（W

illiam
 Cobbett

）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー（Richard Chandler

）に
よ
る
下
院
の
議
事
録
や
、

一
六
八
〇
年
の
議
会
に
お
い
て
は
匿
名
の
執
筆
者
に
よ
る
議
事
録
、

上
院
に
関
し
て
は
エ
ベ
ニ
ー
ザ
・
テ
ィ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
（E

benezer 
Tim

berland
）
に
よ
る
議
事
録
な
ど
同
時
代
の
複
数
の
議
会
史
料
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王
位
継
承
排
除
危
機
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
（
林
田
）

を
用
い
た（
（1
（

。
他
に
も
官
報
『
ロ
ン
ド
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
な
ど
の
新
聞

や
同
時
代
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
参
照
し
た
。

一
、一
六
七
〇
年
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
治
と
七
九
年
の
議
会
審
議

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
六
七
二
年
の
第
二
次
信
仰
自
由
宣
言

（D
eclaration of Indulgence

）
を
皮
切
り
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
増

長
へ
の
危
機
感
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
へ
の
警
戒
感
が
高

ま
っ
て
い
た
。
七
八
年
に
は
教
皇
主
義
者
に
よ
っ
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
二

世
を
暗
殺
し
ヨ
ー
ク
公
を
王
位
に
就
け
よ
う
と
企
て
る
陰
謀
事
件

（Popish Plot

）
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
は
ね
つ
造
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
る
も
の
の
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
脅
威
が

よ
り
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、

一
六
七
九
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
で
は
下
院

を
中
心
に
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
王
位
継
承
者
第
一
位
で
あ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ヨ
ー
ク
公
を
排
除
し
て
国
王
の
庶
子
で
あ
る
モ
ン

マ
ス
公
（Jam

es Scott, 1st D
uke of M

onm
outh &

 D
uke of 

Buccleuch

）
を
王
位
に
つ
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ
り
、
い
わ

ゆ
る
王
位
継
承
排
除
危
機
と
呼
ば
れ
る
状
況
に
至
っ
た
。

　
一
六
七
九
年
三
月
六
日
、
騎
士
議
会
（Cavalier Parliam

ent

）

に
代
わ
っ
て
新
た
な
議
会
が
召
集
さ
れ
た
。
こ
の
議
会
で
は
ダ
ン
ビ

ィ
伯
（Earl of D

anby, Thom
as O

sborne

）
や
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ

ル
公
の
弾
劾
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
政
府
と
議
員
た
ち
の
対
立
が
顕
著

に
な
っ
て
い
た
。
一
六
七
九
年
三
月
二
五
日
の
上
院
で
の
発
言
に
、

シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
が
「
ブ
リ
テ
ン
」
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
と
隷
属
は
ふ
た
り
の
姉
妹
の
よ
う
に
手
を
取
り
合

っ
て
や
っ
て
来
る
。
あ
る
時
は
一
方
が
先
に
、
も
う
一
方
が
後

に
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
入
り
込
め
ば
必
ず
後
か
ら
も

う
一
方
が
続
く
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
先
に
き

て
隷
属
を
も
た
ら
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
隷
属
化
が
先

に
き
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
。〔
中
略
〕
外
国

の
事
情
に
つ
い
て
―
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
非
常
に
近
い
外

国
―
懸
案
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
な
く
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
安
全
と
平
穏
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。〔
中
略
〕
私
は
、
と
り
た
て
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
体
系

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
は
分

か
っ
て
い
る
。
北
の
王
国
〔
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
〕
は
彼
ら
の
法
体

系
に
よ
っ
て
自
由
と
所
有
に
関
し
て
当
然
、
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を（
（1
（

。

　
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
は
ブ
リ
テ
ン
諸
島
全
体
の
枠
組
み
で
カ
ト
リ
ッ
ク

の
増
長
や
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
の
統
治
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
つ
い

て
言
及
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
た
ち
の
注
意
を
喚
起
し
政
府
批
判
を

繰
り
返
し
た（
（1
（

。
当
時
の
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
と
排
除
派
と
呼
ば
れ
た
下
院
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の
議
員
た
ち
の
つ
な
が
り
や
、
こ
の
発
言
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て

議
会
外
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
「
三
王
国
」
の
状
況
を
視

野
に
入
れ
た
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
の
見
解
は
、
他
の
議
員
た
ち
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る（
（1
（

。

　
三
月
二
七
日
、
下
院
で
も
議
員
た
ち
が
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
同
様
に

カ
ト
リ
ッ
ク
の
陰
謀
、
ル
イ
一
四
世
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
つ
な
が
り
を

国
王
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
脅
威
と
と
ら
え
、
ヨ
ー
ク
公
と
カ
ト
リ

ッ
ク
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
た（
（1
（

。
し
か
し
、
史
料
か
ら
う
か

が
え
る
限
り
で
は
、
こ
の
日
の
議
論
に
お
い
て
、
議
員
た
ち
は
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
「
ブ
リ
テ
ン
」
の
構
成
国

に
関
す
る
発
言
を
行
っ
て
い
な
い
。
ヨ
ー
ク
公
に
関
し
て
は
当
初
、

「
教
皇
主
義
に
関
し
て
」
と
い
う
議
題
の
下
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
陰
謀

か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
国
王
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
一
国
の
枠

組
み
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
排
除
法
案

の
作
成
段
階
で
王
位
の
継
承
に
言
及
す
る
際
に
、
同
君
連
合
を
形
成

す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
関
係
が
論
点
の
一
つ
と
し
て
浮
上
し
た

と
思
わ
れ
る（
（1
（

。

　
四
月
二
七
日
、
下
院
議
員
た
ち
が
ヨ
ー
ク
公
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
関

係
に
懸
念
を
示
し
、
ヨ
ー
ク
公
の
王
位
継
承
を
阻
も
う
と
す
る
動
き

が
持
ち
上
が
っ
た（
（1
（

。
五
月
一
一
日
、
下
院
は
ヨ
ー
ク
公
が
「
こ
の
国

の
至
高
の
王
権
（Im

perial Crow
n of this realm

）
を
継
承
で

き
な
い
よ
う
に
す
る
」
法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
王
位
継

承
者
か
ら
除
外
す
る
た
め
の
法
案
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
た（
（1
（

。

こ
の
後
、
下
院
で
は
一
六
七
九
年
、
八
〇
年
、
八
一
年
と
三
度
法
案

が
作
成
さ
れ
、そ
の
度
に
ヨ
ー
ク
公
は
「
至
高
の
王
権
」（Im

perial 
Crow

n

）
を
継
承
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
ヘ
ン

リ
八
世
が
国
王
至
上
法
（Act of Suprem

acy

）
で
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
を
「
帝
国
」（Em

pire

）
と
定
義
し
た
も
の
と
同
じ
く
、
自
国
の

領
土
と
主
権
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た（
（2
（

。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す

る
排
除
法
案
の
条
文
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
法
案
で
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
に
つ
い
て
特
別
に
言
及
し
な
い
限
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王

位
継
承
を
阻
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
一
六
七
九
年
の
議
会
に
お
い
て
、
多
く
の
議
員
た
ち
は
排
除
法
案

の
議
論
の
際
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
王
位
を
継
承
す
る
と
い
う
点
か

ら
、
ヨ
ー
ク
公
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
位
継
承
に
反
対
し
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
議
員
の
多
く
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
宗
教
問
題
と
い
う

一
国
の
枠
組
み
で
発
言
を
行
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
点
に
な
る
と
、
議
員
た
ち
の
中
に
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
を
視
野
に
入
れ
た
発
言
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五

月
一
一
日
の
法
案
審
議
で
イ
ー
ス
ト
レ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
選
出
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ヒ
ッ
ク
マ
ン
（W

illiam
 H

ickm
an

）
は
、「
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
別
の
王
国
で
あ
る
。
も
し
、
ヨ
ー
ク

公
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
王
位
継
承
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
ら
、
彼
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
行
き
王
位
を
継
承
す
る
だ
ろ
う
。
ア
イ
ル
ラ
ン
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王
位
継
承
排
除
危
機
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
（
林
田
）

ド
の
現
状
で
あ
る
な
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
い
く
で
あ
ろ
う
」
と
発
言
し
王
位
継
承
排
除
法
案
の
問
題
点
を

指
摘
し
た
。
ヒ
ッ
ク
マ
ン
の
発
言
は
両
国
が
別
の
主
権
国
家
で
あ
る

点
と
ヨ
ー
ク
公
が
同
君
連
合
を
構
成
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位

継
承
権
を
持
つ
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る（
（2
（

。同
じ
く
、

イ
ー
ス
ト
・
グ
リ
ン
テ
ッ
ド
選
出
で
、
一
六
七
〇
年
に
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
と
の
合
同
に
関
す
る
委
員
も
務
め
た
経
歴
を
持
つ
ト
マ
ス
・

リ
ト
ル
ト
ン
（Thom

as Littleton

）
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は

ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
時
代
か
ら
「
君
主
を
持
つ

王
国
と
し
て
の
栄
光
」
を
喪
失
し
、
彼
ら
は
外
国
の
外
交
官
の
駐
在

も
受
け
ず
条
約
も
結
ん
で
こ
な
か
っ
た
」こ
と
を
指
摘
し
、現
在
、「
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
宮
廷
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と
が
非
難

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
王
位
継
承
排
除
法

案
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
彼
ら
の
不
満
の
た
め
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
か
ら
自
ら
を
分
離
す
る
（disunite

）
と
し
て
法
案
に
反
対

し
た（
（2
（

。
リ
ト
ル
ト
ン
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
す
で
に
国
家
と
し
て

の
自
立
性
を
失
っ
て
い
る
と
捉
え
つ
つ
も
、
排
除
法
案
が
両
国
を
分

断
す
る
可
能
性
に
懸
念
を
示
し
た
。
国
務
大
臣
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ

ヴ
ェ
ン
ト
リ
（W

illiam
 Coventry

）
も
ま
た
王
位
継
承
排
除
法

案
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会

が
認
め
な
い
人
物
を
王
位
に
つ
け
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
、
排
除

法
案
に
反
対
し
た（
（2
（

。

　
法
案
に
賛
成
し
た
議
員
で
は
、
ト
レ
ゴ
ニ
ー
選
出
の
ヒ
ュ
ー
・
ボ

ス
カ
ー
ウ
ェ
ン
（H

ugh Boscaw
en

）
が
「
排
除
法
案
は
国
王
、

私
た
ち
、
そ
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
安
全
の
た
め
に
通
過
さ
れ
る

べ
き
」
で
あ
る
と
述
べ
、
法
案
に
賛
成
し
た（
（2
（

。

　
リ
ト
ル
ト
ン
は
ダ
ン
ビ
ィ
伯
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
王
代
理

（Lord H
igh Com

m
issioner

）
で
あ
る
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
公
の

弾
劾
に
関
わ
る
な
ど
、
政
府
を
攻
撃
す
る
立
場
に
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
分
離
す
る
こ
と

を
懸
念
し
、
排
除
法
案
に
は
反
対
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
政
府
を
擁
護
す
る
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
の
よ
う
な
議
員
は
、
法

案
に
反
対
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
別
の
国

王
が
即
位
す
る
危
険
性
を
取
り
上
げ
た（
（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
七
九
年
の

排
除
法
案
の
審
議
で
は
、
立
場
の
違
い
を
越
え
て
同
君
連
合
や
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
た
。
排
除
法
案
に
反
対
す
る

側
の
議
員
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
別
の
国
王
が

即
位
す
る
可
能
性
を
懸
念
し
た
。
他
方
で
賛
成
し
た
議
員
は
、
排
除

法
案
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
脅
威
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
安
全

を
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
排
除
法

案
の
審
議
に
は
、
少
な
か
ら
ず
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
関
係
が
影
響

を
与
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
完
成
し
た
王
位
継
承
排
除
法
案
は
特
に
大
き
な
反
対
も
な
く
五

月
一
五
日
に
第
一
読
会
に
か
け
ら
れ
た
。
コ
ベ
ッ
ト
、
ト
ー
バ
ッ
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ク
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
な
ど
の
複
数
の
議
事
録
に
記
録
さ
れ
た
排
除

法
案
の
条
文
で
確
認
し
た
結
果
、
ヨ
ー
ク
公
は
条
文
中
で
「
ヨ
ー

ク
、
ア
ル
バ
ニ
、
ア
ル
ス
タ
ー
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（D

uke of York, 
Albany and U

lster

）」
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
爵
位
も
記
さ
れ
た
形
で
言
及
さ
れ
た
。
法
案
は
序
文
に
続
き
以
下

の
五
点
が
規
定
さ
れ
た
。
一
点
目
は
、
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（Crow

ns of 
England, Scotland and Ireland

）
の
王
位
を
継
承
で
き
な
い
。

二
点
目
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
死
ん
だ
場
合
、
王
位
継
承
者
は
、

ヨ
ー
ク
公
が
死
ん
だ
も
の
と
し
て
別
の
人
間
に
委
ね
ら
れ
る
。
三
点

目
は
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
作
っ
た
法
律
は
、
無
効
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
大
逆
罪
と
な
る
。
四
点
目
は
、
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を

王
位
に
つ
け
よ
う
と
し
た
も
の
は
大
逆
罪
と
な
る
。
五
点
目
は
、
ヨ

ー
ク
公
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
戻
っ
て
き
た
場
合
、
彼
は
罪
に
問
わ

れ
、
す
べ
て
の
人
民
は
彼
を
逮
捕
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
も
の
で

あ
る（
（2
（

。

　
上
述
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ク
公
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
「
ブ
リ

テ
ン
」
構
成
国
の
他
の
地
域
の
爵
位
を
持
つ
貴
族
と
し
て
条
文
に
記

さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
王
位
継
承
も
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
た
。
特
に
、
別
個
の
議

会
を
持
つ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
王
位
継
承
が
で
き
な
い
と

さ
れ
た
。
条
文
で
王
位
を
表
わ
すCrow

n

と
い
う
語
が
複
数
形
で

表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

は
政
体
が
別
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
は
チ
ャ

ー
ル
ズ
二
世
を
頂
点
と
す
る
三
王
国
の
国
制
の
混
乱
を
如
実
に
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
五
月
二
一
日
、
王
位
継
承
排
除
法
案
は
第
二
読
会
に
か
け
ら
れ
、

委
員
会
に
付
託
す
る
か
ど
う
か
議
論
さ
れ
、
採
決
の
結
果
二
〇
七 

対
一
二
八
票
で
可
決
さ
れ
た
。
下
院
は
排
除
法
案
へ
の
支
持
を
上
院

に
求
め
、排
除
法
案
へ
の
賛
否
が
分
か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、

五
月
二
七
日
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
議
会
を
休
会
し
八
月
一
四
日
ま

で
延
期
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
会
期
に
お
け
る
こ
れ
以
上
の
法
案

審
議
は
阻
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
議
会
の

休
会
と
解
散
を
繰
り
返
し
行
っ
た
た
め
、排
除
法
案
は
廃
案
と
な
り
、

次
に
議
会
で
審
議
が
行
わ
れ
る
の
は
一
六
八
〇
年
の
一
〇
月
二
一
日

で
あ
っ
た（
（2
（

。

二
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
長
老
派
の
反
乱
　

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
が
休
会
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
頃
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
で
は
長
老
派
た
ち
が
反
乱
を
起
こ
し
て
い
た
。
一
六
七
〇

年
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
主
教
制
に
反
発
す
る
長
老
派
の
非

国
教
徒
が
山
中
や
荒
野
で
政
府
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
秘
密
集
会

（Conventicle
）
を
開
い
て
い
た
。
国
王
代
理
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
公
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王
位
継
承
排
除
危
機
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
（
林
田
）

は
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
激
し
い
弾
圧
を
加
え
て
お
り
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
で
は
彼
に
対
す
る
反
発
が
強
ま
っ
て
い
た
。
反
乱
の
契
機

と
な
っ
た
の
は
一
六
七
九
年
五
月
三
日
、
暴
徒
と
化
し
た
長
老
派
に

よ
る
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
大
主
教
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
シ
ャ
ー
プ

（Jam
es Sharp

）
の
暗
殺
で
あ
る
。
事
件
に
呼
応
し
て
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
南
西
部
を
中
心
に
各
地
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
人
々
が
武
装
蜂

起
し
た
の
で
あ
る
。
反
乱
軍
は
西
部
の
中
心
都
市
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
集

結
し
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
も
鎮
圧
の
た
め
の
兵
を
召
集
し
た
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
の
指
示
を
受
け
た
モ
ン
マ
ス
公
は
司
令
官
と
し
て
政
府

軍
を
率
い
、
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
・
ブ
リ
ッ
グ
（Bothw

ell Bridge

）
で

叛
徒
を
敗
走
さ
せ
こ
の
反
乱
を
鎮
圧
し
た（
（2
（

。
こ
の
反
乱
は
人
々
に

一
六
三
七
年
の
「
祈
禱
書
の
反
乱
」
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
三
七
年
の
そ
れ
と
異
な
り
貴
族
た
ち
の
支
持
を
得
ら
れ
ず
早
期

に
鎮
圧
さ
れ
た（
（2
（

。

　
反
乱
は
一
六
七
九
年
夏
ま
で
に
収
拾
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の

事
件
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
双
方
に
影
響
を
与
え
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
が
反
乱
は
国
王
代
理
で
あ
る

ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
の
失
政
の
結
果
と
し
て
非
難
し
、
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ

ル
の
権
威
の
失
墜
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
反
乱
を
機
に
ト
ー

リ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
過
激
な
長
老
派
と
ホ
イ
ッ
グ
を
結
び
付

け
内
乱
の
危
険
を
指
摘
し
、
排
除
法
案
や
そ
れ
を
支
持
す
る
ホ
イ
ッ

グ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
っ
た（
（3
（

。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
長
老
派
の
抑
圧
が
失
敗
だ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
に
か
わ
っ
て
モ
ン
マ
ス
公
が
統

治
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
が
、
一
六
七
九
年
秋
ま
で
に
モ
ン
マ

ス
公
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宮
廷
で
の
寵
愛
を
失
っ
た
。チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
事
後
処
置
を
ヨ
ー
ク
公
に
委
ね
、
枢
密
顧
問
官

に
任
命
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
派
遣
し
王
権
の
強
化
を
指
示
し
た
の

で
あ
る
。
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
な
ど
の
一
部
の
議
員
た
ち
も
ま
た
、
ヨ
ー

ク
公
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
訪
問
が
王
位
継
承
者
と
し
て
の
地
位

を
確
保
す
る
手
段
で
あ
る
と
捉
え
た（
（3
（

。
こ
の
事
件
は
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ

ル
が
国
王
代
理
の
職
を
解
か
れ
、
ヨ
ー
ク
公
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

安
定
と
三
王
国
に
お
け
る
王
権
の
立
て
直
し
に
利
用
さ
れ
る
端
緒
と

な
っ
た
の
で
あ
る（
（3
（

。

三
、一
六
八
〇
年
の
議
会
審
議
　

　
一
六
八
〇
年
一
〇
月
二
一
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
新
し
い
議

会
（
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
治
世
第
四
議
会
）
が
召
集
さ
れ
た
が
、
こ
の

議
会
で
は
、
先
に
解
散
さ
れ
た
議
会
に
引
き
続
き
、
ヨ
ー
ク
公
に
対

す
る
排
除
法
案
が
再
び
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
議

会
で
も
ま
た
、
教
皇
主
義
者
た
ち
の
陰
謀
の
影
響
か
ら
議
員
た
ち
が

カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
王
位
継
承
へ
の
懸
念
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
保
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持
の
た
め
に
排
除
法
案
の
成
立
を
目
指
し
た
。
こ
の
議
会
に
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
脅
威
に
対
抗
し
国
教
会
を
強
化
す
る
た
め
に
包
括
法
案

( Com
prehension Bill)

と
寛
容
法
案
（Toleration Bill

）
も

提
出
さ
れ
て
お
り
、
排
除
法
案
と
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
審
議
が
な
さ
れ

て
い
た
。
一
方
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
、
ヨ
ー
ク
公
が
排
除
派
よ
り

攻
撃
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
加
え
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

情
勢
へ
の
対
応
に
あ
た
ら
せ
る
た
め
、
ヨ
ー
ク
公
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
へ
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
し
た（
（3
（

。

　
議
会
で
は
、
一
一
月
二
日
の
排
除
法
案
の
審
議
に
お
い
て
様
々
な

立
場
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
言
及
す
る
発
言
が
見
ら
れ
た
。
カ
ー

ラ
イ
ル
選
出
で
、カ
ー
ラ
イ
ル
市
長
、ベ
リ
ッ
ク
の
税
関
（searcher 

of custom
s

）
で
も
あ
っ
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ス
グ
レ
イ
ヴ

（Christopher M
usgrave

）
が
「
ヨ
ー
ク
公
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

で
継
承
者
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
内
戦
（civil w

ar
）
を
引
き
起
こ

す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王

位
か
ら
彼
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
国
境
付
近
に

住
む
私
と
し
て
は
、
国
境
が
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
」
と

述
べ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
そ
れ
と
は
自

立
し
て
い
る
こ
と
が
内
戦
に
つ
な
が
る
と
の
考
え
を
示
し
た（
（3
（

。
マ
ス

グ
レ
イ
ヴ
は
ト
ー
リ
で
排
除
法
案
自
体
に
も
否
定
的
で
あ
っ
た
。
カ

ン
バ
ラ
ン
ド
の
コ
ッ
カ
ー
マ
ス
選
出
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
グ
ラ
ハ
ム

（Richard G
raham

）
も
排
除
法
案
が
ば
ら
戦
争
の
よ
う
な
内
戦

を
引
き
起
こ
す
と
の
発
言
を
し
た
の
に
続
き
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

は
古
来
か
ら
自
立
し
た
王
国
で
あ
る
」
と
述
べ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
別

の
政
体
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
グ
ラ
ハ
ム
は
東
西
ロ
ー
マ
帝
国

が
別
々
の
皇
帝
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
分
断
さ
れ
た
こ
と
を
引
き
合
い

に
出
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位
継
承
者
が

別
に
な
る
こ
と
の
危
険
性
を
指
摘
し
た
。
ト
ー
ト
ネ
ス
選
出
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
シ
ー
モ
ア
（Edw

ard Seym
our

）
も
「
こ
の
法
律
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
拘
束
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
そ

う
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
拘
束
す
る
か

ど
う
か
議
論
を
起
こ
す
。
私
た
ち
自
身
の
間
か
ら
私
た
ち
を
分
断
す

る
だ
け
で
な
く
、
三
王
国
（three kingdom

s

）
を
分
か
つ
も
の

で
あ
る
」
と
し
て
法
案
の
持
つ
拘
束
力
に
つ
い
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ

言
及
を
し
た（
（3
（

。
こ
れ
ら
の
議
員
た
ち
の
発
言
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
法
的
な
拘
束
が
及
ぶ
か
ど
う
か
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
特
に
マ
ス
グ
レ
イ
ヴ
や
グ
ラ
ハ
ム
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
国

境
に
近
い
地
域
の
選
出
の
議
員
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
情
勢

を
考
慮
し
て
発
言
を
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る（
（3
（

。

　
一
方
で
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
選
出
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ポ
ル
ト
ニ
ー

（W
illiam

 Poultney

）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
法
案
な
し
で
は
我
々
の
宗
教
は
保
持
で
き
な

い
。そ
し
て
如
何
な
る
内
乱
も
、こ
の
王
国
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
分
裂
が
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
。
私
は
こ
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王
位
継
承
排
除
危
機
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
（
林
田
）

の
法
律
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
利
害
に
一
致
し
て
い
る
。〔
中
略
〕

さ
ら
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
人
々
の
大
半
は
私
た
ち
と
同
じ

く
教
皇
主
義
を
憎
ん
で
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
共
通
の
敵
に
対
し
て
私
た

ち
に
加
わ
る
こ
と
が
利
益
で
あ
り
、
分
断
で
は
な
い（
（3
（

。

　
ポ
ル
ト
ニ
ー
は
、
排
除
法
案
の
成
立
を
支
持
し
「
ブ
リ
テ
ン
」
構

成
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
が
連
帯
し
て
共
通
の
敵
、
即
ち
カ
ト

リ
ッ
ク
に
対
抗
し
う
る
と
考
え
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
六
八
〇
年
の
審
議
で
も
法
案
に
賛
成
・
反
対
の

双
方
の
議
員
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
言
及
す
る
発
言
が
見
ら
れ

た
。
そ
の
内
容
は
七
九
年
の
議
会
と
比
べ
て
、
よ
り
内
乱
勃
発
や
同

君
連
合
の
分
断
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
日
の
議
論
の
結
果
、
王
位
継
承
に
関
し
て
は
過
去
に
も
議
会

制
定
法
に
よ
っ
て
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
う

え
で
、
法
案
を
作
成
す
る
動
議
が
出
さ
れ
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た（
（3
（

。
一
一
月
四
日
、
排
除
法
案
が
第
一
読
会
を
通
過
し
、
第
二
読
会

へ
と
進
む
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
排
除
法
案
が
一
六
八
〇
年
一
一
月
六
日
に
第
二
読
会
に
か
か
っ
た

際
、
七
九
年
の
議
会
と
は
異
な
り
法
案
の
名
称
か
ら
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
と
い
う
地
名
が
削
除
さ
れ
て
い
た（
（3
（

。
法
案
は
一
一
月
八
日
に
全

院
委
員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
、
法
案
の
修
正
の
後
本
会
議
へ
上
程
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た（
（4
（

。

　
一
一
月
一
一
日
に
上
程
さ
れ
第
三
読
会
を
通
過
し
た
王
位
継
承
排

除
法
案
の
正
式
な
名
称
は
、「
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
至
高
の
王
権
と
そ
れ
に
由
来
す
る
領
土
を

継
承
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
を
保

持
す
る
た
め
の
法
律
」
で
あ
る
。
八
〇
年
の
議
会
で
作
成
さ
れ
た
法

案
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ヨ
ー
ク
公
の
王
位

継
承
権
を
否
定
し
て
い
る
点
な
ど
法
案
の
根
幹
を
な
す
部
分
は
七
九

年
の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
法
案
で
は
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
王
位
を
表
わ
すCrow

n

と
い
う
語
も
七
九
年
の
法
案
の
そ

れ
と
は
異
な
り
単
数
形
に
変
化
を
し
た
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ニ
公
や
ア

ル
ス
タ
ー
公
と
い
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
と

し
て
の
爵
位
に
つ
い
て
も
法
案
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
た
点
が
大
き
く

異
な
る
の
で
あ
る（
（4
（

。

　
一
六
七
九
年
の
法
案
と
異
な
り
八
〇
年
の
排
除
法
案
で
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
に
関
し
て
言
及
が
な
い
原
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た

い
。
法
案
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
文
言
を
含
ま
な
か
っ
た
直
接

的
な
理
由
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
審
議
の
経
過
か
ら
し

て
、
八
〇
年
一
一
月
二
日
の
審
議
に
お
い
て
、
議
員
た
ち
が
、
両
国

の
王
位
継
承
者
が
別
に
な
る
可
能
性
と
内
乱
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可

能
性
を
指
摘
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
七
九
年
の

審
議
で
も
議
員
た
ち
に
よ
っ
て
、
排
除
法
案
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
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拘
束
で
き
な
い
こ
と
は
指
摘
を
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
陰
謀
や
前
述
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
反
乱
の
勃
発
な
ど
が
、

人
々
に
と
っ
て
七
九
年
の
審
議
の
時
よ
り
も
一
六
四
〇
年
代
の
内
乱

を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
た（
（4
（

。
こ
の
た
め
、
法
案
に
お
い

て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
言
及
は
避
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
排
除
派
の
ラ
ッ
セ
ル
卿
の
手
に
よ
っ
て
下
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
排

除
法
案
は
、
一
六
八
〇
年
一
一
月
一
五
日
に
上
院
に
お
い
て
も
審
議

さ
れ
た
。
一
六
八
〇
年
の
上
院
は
、
法
案
に
反
対
す
る
勢
力
が
大
き

く
議
論
が
開
始
さ
れ
る
前
か
ら
法
案
は
否
決
さ
れ
る
公
算
が
大
で
あ

っ
た（
（4
（

。
特
に
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
に
対
抗
し
、
排
除
法
案
に
反
対
し
た

中
心
人
物
の
一
人
が
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
伯
（G

eorge Savile, 1st 
Earl of H

alifax

）
で
あ
っ
た
。
彼
は
ヨ
ー
ク
公
の
王
位
継
承
を
認

め
る
代
わ
り
に
、
そ
の
王
権
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
で
妥
協
を
見
出

そ
う
と
し
て
い
た（
（4
（

。

　
聖
職
者
バ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
議
論
に
お

い
て
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
を
上
回
っ
て
お
り
、
彼
が
勝
利
を
収
め
る
の
に

充
分
で
あ
っ
た
と
い
う
。こ
の
日
の
第
一
読
会
に
お
け
る
採
決
の
際
、

国
教
会
の
主
教
た
ち
は
三
名
を
除
い
て
反
対
し
、
排
除
法
案
を
否
決

す
る
か
ど
う
か
の
採
決
で
六
三
対
三
〇
の
票
決
で
法
案
は
否
決
さ
れ

た（
（4
（

。
上
院
で
は
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ら
一
五
名
以
上
の
貴
族
が
法
案
に
賛

成
し
た
も
の
の
、
議
席
は
国
王
に
近
い
貴
族
や
聖
職
者
に
占
め
ら
れ

て
お
り
、
彼
ら
は
王
権
の
正
統
性
を
保
持
す
る
と
い
う
面
か
ら
法
案

に
反
対
に
ま
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
他
に
も
前
述
の
マ
ス
グ
レ
イ
ヴ

が
、
上
院
が
排
除
法
案
を
否
決
し
た
理
由
と
し
て
、「
ヨ
ー
ク
公
が

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
陸
軍
の
長
で
あ
る
。
さ
ら
に
海
軍
や
港

に
大
き
な
利
害
を
持
つ
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
三
分
の
二
が
カ
ト
リ
ッ

ク
で
あ
る
」
た
め
と
述
べ
て
い
る（
（4
（

。

　
法
案
を
否
決
し
た
上
院
に
対
し
て
、
下
院
は
両
院
協
議
会
の
開
催

を
望
ん
だ
が
、上
院
は
こ
れ
に
対
し
て
も
否
定
的
な
反
応
を
示
し
た
。

一
一
月
二
〇
日
に
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
は
上
院
で
法
案
を
否
決
し
た
貴
族

と
ヨ
ー
ク
公
を
改
め
て
批
判
し
た
。
そ
の
中
で
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
は

ヨ
ー
ク
公
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
り
、
軍
隊
の
指
揮
権
を
握
り
危

険
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（
（4
（

。
一
一
月
二
三
日
に
も
、
排
除

法
案
に
賛
成
し
た
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
や
エ
セ
ッ
ク
ス
伯
、
モ
ン
マ
ス
公

な
ど
が
両
院
協
議
会
開
催
を
求
め
「
少
数
意
見
」
に
名
を
連
ね
た（
（4
（

。

　
上
院
の
審
議
は
下
院
が
通
過
さ
せ
た
法
案
に
基
づ
い
た
議
論
が
な

さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
議
事
録
か
ら
は
管
見
の
限
り
で
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
と
の
同
君
連
合
が
問
題
と
な
っ
た
発
言
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
下
院
議
員
の
動
静
に
も
影
響
を
与

え
た
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
自
立
し
た
王
国
で
あ
る

と
し
た
点
を
踏
ま
え
て
ヨ
ー
ク
公
を
攻
撃
し
て
い
た
。
一
方
、
ハ
リ

フ
ァ
ッ
ク
ス
は
排
除
法
案
へ
の
反
対
意
見
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
、
排
除
法
案
の
通
過
に
対
抗
し
ヨ
ー
ク
公
が
三
王
国
（three 
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王
位
継
承
排
除
危
機
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
（
林
田
）

kingdom
s

）
で
自
身
の
味
方
を
見
つ
け
出
し
、
自
身
の
王
位
継
承

権
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た（
（4
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
、
排
除
法
案
の
審
議
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
一
国
の
枠
組
み
だ
け
な
く

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
も
視
野
に
収
め
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。

四
、
下
院
の
議
員
と
委
員
会
　

　
こ
こ
で
は
、
下
院
よ
り
付
託
さ
れ
た
委
員
会
や
議
員
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
。

　
一
六
七
九
年
に
排
除
法
案
を
起
草
し
た
委
員
は
一
三
名
で
あ
る
。

一
六
八
〇
年
の
議
会
で
は
一
八
名
が
委
員
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
う
ち
七
名
が
一
六
七
九
年
の
議
会
か
ら
連
続
し
て
排
除
法
案
の
起

草
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。
一
六
八
一
年
の
議
会
で
は
委
員
の
数

が
大
幅
に
増
え
、
三
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
こ
の
会
期

で
初
め
て
委
員
と
な
っ
た
議
員
で
あ
る
が
、
七
九
年
と
八
〇
年
の
い

ず
れ
か
で
委
員
に
な
っ
た
者
が
八
名
存
在
す
る（
（5
（

。

　
連
続
し
て
委
員
に
な
っ
た
議
員
の
中
に
は
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
と
連

携
し
て
排
除
法
案
の
通
過
を
目
指
し
た
ラ
ッ
セ
ル
卿
ら
排
除
派
の
中

核
と
な
っ
た
議
員
た
ち
が
含
ま
れ
る
。
筆
者
が
一
六
七
九
年
と
八
〇

年
の
議
会
審
議
を
検
討
し
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
ル
バ
ニ

公
と
い
う
文
言
を
削
除
す
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
両
会
期

で
意
見
を
変
え
て
発
言
し
た
委
員
は
い
な
か
っ
た
。
一
六
七
九
年
の

議
会
で
は
、
排
除
法
案
に
賛
成
、
反
対
双
方
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

と
の
関
係
に
関
わ
る
意
見
表
明
が
な
さ
れ
、
八
〇
年
の
議
会
で
も
法

案
の
骨
子
が
固
ま
る
ま
で
は
同
様
で
あ
っ
た
。
議
員
た
ち
の
行
動
を

検
討
す
る
と
、
ダ
ン
ビ
ィ
や
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
の
弾
劾
に
賛
成
し
政

府
を
積
極
的
に
攻
撃
す
る
議
員
で
も
排
除
法
案
に
反
対
す
る
者
も
お

り
、
こ
の
時
期
の
党
派
と
い
う
も
の
が
緩
や
か
な
派
閥
に
過
ぎ
な
い

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
関
す
る
発
言
を
し
た
議
員
た
ち
に
つ
い
て
も

簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
一
六
七
九
年
の
議
会
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
関
す
る
発
言
を
し
た
人
物
で
は
、
前
出
の
通
り
リ
ト
ル
ト
ン
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
合
同
に
関
す
る
委
員
も
務
め
た
経
歴
を
持
つ
。

一
六
八
〇
年
の
審
議
で
法
案
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
拘
束
出
来
る
か

ど
う
か
疑
問
を
呈
し
た
前
出
の
マ
ス
グ
レ
イ
ヴ
は
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の

市
長
と
し
て
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
と
対
立
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貴

族
の
状
況
に
つ
い
て
中
央
政
府
に
報
告
を
あ
げ
て
い
た
。
前
出
の
グ

ラ
ハ
ム
も
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
公
を
弾
劾
す
る
上
奏
文
の
起
草
の
際
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
内
部
の
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
関
す
る
発
言
を
し
た
者
た
ち
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

情
勢
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ず
知
識
や
利
害
を
持
つ
者
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る（
（5
（

。
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史
苑
（
第
七
六
巻
第
二
号
）

五
、
そ
の
後
の
動
き
　

　
排
除
法
案
が
上
院
で
敗
北
し
た
後
も
、
下
院
で
は
排
除
派
が
国
王

へ
の
上
奏
や
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
伯
の
弾
劾
に
よ
っ
て
国
王
に
ヨ
ー
ク

公
の
王
位
継
承
か
ら
の
排
除
を
求
め
た（
（5
（

。
一
一
月
一
七
日
、
ロ
ン

ド
ン
選
出
で
ホ
ィ
ッ
グ
に
属
す
る
ト
マ
ス
・
プ
レ
ー
ヤ
（Thom

as 
Player

）
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

ヨ
ー
ク
公
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
司
令
官
の
よ
う
で
あ
り
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
。ま
た
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
も
彼
の
指
揮
下
に
あ
る
。〔
中
略
〕

私
は
国
王
陛
下
に
一
人
の
男
の
た
め
に
三
王
国
を
破
壊
し
な
い

こ
と
を
上
奏
す
る
。

　
プ
レ
ー
ヤ
は
、
ヨ
ー
ク
公
が
「
ブ
リ
テ
ン
」
を
構
成
す
る
三
王
国

の
カ
ト
リ
ッ
ク
を
連
帯
さ
せ
る
も
の
と
と
ら
え
、
ヨ
ー
ク
公
の
王
位

継
承
に
反
対
し
た（
（5
（

。
ま
た
、
同
時
期
、
下
院
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
連
帯
を
通
し
て
国
教
会
の
強
化
を
図
る
包
括
法
案
が
審
議
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
審
議
の
中
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
た
。
ハ
ー
フ
ォ
ー
ド
選
出
の
非
国
教
徒
ポ

ー
ル
・
フ
ォ
ウ
リ
（Paul Foley

）
は
一
二
月
一
五
日
の
包
括
法
案

の
審
議
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
多
数
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
対
す
る
陰
謀
を
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
こ
と
指
摘
し
た
後

に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た（
（5
（

。

私
た
ち
を
屈
服
さ
せ
る
力
を
必
要
と
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
の

は
、
こ
の
数
年
の
う
ち
に
法
に
よ
っ
て
作
り
変
え
ら
れ
た
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
府
で
は
な
い
の
か
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政

府
は
極
め
て
専
制
的
に
な
り
、
議
会
は
あ
る
意
味
で
捨
て
去

ら
れ
、
権
力
は
枢
密
院
に
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
行

軍
に
備
え
て
い
る
二
万
二
〇
〇
〇
人
の
常
備
軍
（Standing 

Arm
y

）
が
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
し
て
ヨ
ー
ク
公
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
り
、
枢
密
院
と
軍
の
司
令
官
を
自
身
の
も

の
に
し
、
自
身
の
利
益
に
都
合
の
い
い
よ
う
な
想
像
し
う
る
他

の
手
段
を
用
い
る
こ
と
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
府
と
軍
隊
を

支
配
下
に
置
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
プ
レ
ー
ヤ
や
フ
ォ
ウ
リ
の
発
言
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位

継
承
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、彼
ら
の
発
言
に
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
一
国
の
枠
組
み
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ヨ
ー
ク

公
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
自
身
の
権
力
基
盤
を
固
め
て
い
る
こ
と
へ

の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
フ
ォ
ウ
リ
の
発
言
に

現
れ
る
「
専
制
的
統
治
」（arbitrary governm

ent

）
と
「
常
備

軍
」
の
問
題
は
同
時
代
の
排
除
法
案
を
支
持
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

も
言
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（
（5
（

。
ヨ
ー
ク
公
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
問
題

は
、「
ブ
リ
テ
ン
」
の
枠
組
み
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
下
院
に
お
け
る
ヨ
ー
ク
公
の
王
位
継
承
へ
の
反
発
に
も
か
か
わ
ら
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王
位
継
承
排
除
危
機
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
（
林
田
）

ず
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
排
除
法
案
を
阻
止
す
る
考
え
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
一
二
月
一
五
日
に
は
改
め
て
排
除
法
案
に
反
対
の
姿
勢

を
示
し
た
。
し
か
し
、
下
院
の
多
く
の
議
員
た
ち
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
信
仰
の
保
持
と
ヨ
ー
ク
公
の
王
位
継
承
へ
の
反
対
を
示
し
、
排

除
法
案
の
成
立
に
固
執
し
た
た
め
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
一
六
八
一
年
一

月
一
八
日
に
議
会
を
解
散
す
る
こ
と
で
応
酬
し
た
。

　
新
し
く
召
集
さ
れ
た
議
会
は
、
政
府
の
意
向
に
よ
り
反
政
府
派
の

強
い
ロ
ン
ド
ン
を
避
け
一
六
八
一
年
三
月
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で

開
か
れ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
ヨ
ー
ク
公
の
王
位
継
承
の
正
統
性

を
確
保
し
つ
つ
、
政
府
の
要
職
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
委
ね
、
ヨ
ー

ク
公
が
在
位
中
は
国
王
大
権
を
彼
ら
に
委
ね
る
形
を
提
示
し
て
排
除

法
案
に
対
抗
し
た
。
前
出
の
リ
ト
ル
ト
ン
ら
が
下
院
に
お
け
る
こ
の

議
論
の
推
進
役
と
な
っ
て
い
た（
（5
（

。
彼
ら
の
主
張
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
し
て
も
出
版
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
総
督
ウ
ィ
レ
ム

に
嫁
い
で
い
る
ヨ
ー
ク
公
の
長
女
メ
ア
リ
（
後
の
メ
ア
リ
二
世
）
を

摂
政
と
し
て
政
務
を
彼
女
に
委
ね
、
ヨ
ー
ク
公
は
「
生
涯
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
三
国
か
ら
五
〇
〇

マ
イ
ル
離
れ
る
こ
と
」
が
主
張
さ
れ
、
同
様
の
趣
旨
の
法
律
を
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
通
過
さ
せ
る
た
め
に
、
国
王
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
議
会
を
召
集
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た（
（5
（

。
即
ち
、
い
わ
ゆ
る

嫌
悪
派
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
局
を
打
開
し
、
オ
ラ
ン
ダ
と
連
携

し
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
ヨ
ー
ク
公
の
王
位
継
承
権

を
認
め
つ
つ
も
、「
ブ
リ
テ
ン
」
三
王
国
に
お
け
る
王
権
の
形
式
化

を
目
指
し
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
同
君
連
合
を
形
成
す
る
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
召
集
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
議
会
で
も
排
除
法
案
は
再
び
審
議
の
対
象
に
な

っ
た
。
ま
ず
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ャ
選
出
の
レ
ソ
ン
・
ゴ
ア
（Leveson 

G
ow

er

）
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
滞
在
中
の
ヨ
ー
ク
公
に
つ
い
て

チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
説
明
す
る
こ
と
を
希
望
し
た（
（5
（

。
そ
の
後
、
三
月

二
二
日
と
二
三
日
の
両
日
は
議
長
の
選
出
な
ど
事
務
的
な
手
続
き
が

行
わ
れ
、
二
四
日
よ
り
本
格
的
な
審
議
が
始
ま
る
と
、
ガ
ッ
ト
ン
選

出
の
ニ
コ
ラ
ス
・
カ
ル
ー
（N

icholas Carew

）
が
動
議
を
出
し

排
除
法
案
の
審
議
が
始
ま
っ
た（
（6
（

。
議
論
は
、
王
権
の
正
統
性
や
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
の
保
持
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
た
。
二
六
日
の
議
論
で
リ
ト
ル
ト
ン
は
、
一
六
七
九
年
の
議
会
と

同
様
に
排
除
法
案
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
中
で
「
も
し
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
が
法
案
に
同
意
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
が
た
は
ど
の
様

に
物
事
を
解
決
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
が
連
携
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
」
と
懸
念
を

示
し
た
。
こ
の
発
言
を
受
け
て
ボ
ス
カ
ー
ウ
ェ
ン
は
「
排
除
法
案
を

通
過
さ
せ
る
と
い
う
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
）
同
じ
利
益
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
で
も
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
そ
の
必
要

性
は
な
い
」
と
述
べ
反
論
し
た（
（6
（

。
こ
れ
ら
の
発
言
か
ら
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
は
同
君
連
合
を
形
成
す
る
別
個
の
政
体
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
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は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
あ
る
程
度
立
法
権
を
持
つ
と
い
う
認
識
が
う

か
が
え
る
。

　
こ
の
日
の
議
論
の
結
果
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
保
持
と
国
王
の
安

全
の
た
め
に
王
位
継
承
排
除
法
案
の
作
成
が
決
議
さ
れ
、
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
ヨ
ー
ク
公
が
継
承
で
き
な
い
と
さ
れ
た
国

家
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
限
定
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
三
月
二
八
日
、
法
案
が

翌
日
全
院
に
よ
っ
て
第
二
読
会
に
か
け
ら
れ
る
と
決
ま
っ
た
ま
さ
に

そ
の
日
、
国
王
が
議
会
を
解
散
し
た（
（6
（

。
こ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
議

会
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
治
下
最
後
の
議
会
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ

二
世
は
ル
イ
一
四
世
よ
り
援
助
金
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
議

会
を
開
く
必
要
性
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
六
八
五
年
に

チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
死
去
し
、
ヨ
ー
ク
公
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
（
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
王
と
し
て
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
七
世
）
と
し
て
即
位
し

た
た
め
、
排
除
法
案
が
議
題
に
上
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
議
会
を
解
散
し
た
後
、
王
権
強
化
を
図
る
チ

ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
、
一
六
八
一
年
六
月
二
二
日
、
ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル

に
替
え
て
、
ヨ
ー
ク
公
を
正
式
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
王
代
理
に

任
命
し
た（
（6
（

。
七
月
四
日
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
ヨ
ー
ク
公
に
対
し
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
政
策
に
関
す
る
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
の
書
簡
の
中
で
、
チ

ャ
ー
ル
ズ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
宗
教
と
教
会
の
保
持
、
長
老
派
の

過
激
派
に
対
す
る
法
の
整
備
な
ど
八
点
に
わ
た
る
指
示
を
行
い
、
そ

の
中
で
王
位
継
承
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

あ
な
た
は
、
国
王
大
権
が
精
力
的
に
行
使
さ
れ
、
充
分
に
明
ら

か
に
さ
れ
る
こ
と
、
国
王
と
君
主
の
権
利
は
、
自
然
か
つ
正
統
、

合
法
的
な
相
続
に
お
い
て
も
所
有
さ
れ
、
何
人
に
も
疑
問
を
起

こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
明
示
的
か
つ
完
全
な
法
に
よ
っ
て
宣
言
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る（
（6
（

。

　
こ
の
指
示
を
受
け
て
一
六
八
一
年
八
月
、
ヨ
ー
ク
公
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
議
会
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
位
継
承
排
除
法
案
に
対
す
る

意
趣
返
し
と
し
て
、
王
位
継
承
法
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
チ

ャ
ー
ル
ズ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
の
保
持
と
王
位
継
承
を

確
保
す
る
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
も
指
示
を
出
し
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
も
ジ
ョ
ン
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
（Sir John 

Cunningham
 of Lam

broughton

）
が
国
王
の
意
向
に
沿
う
よ

う
に
発
言
し
た（
（6
（

。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位
継
承
法
は
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
家
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位
継
承
権
を
再
確
認
さ
せ
る
た
め
の
明
示
的
な
法

律
で
あ
っ
た
。
条
文
で
は
、「
宗
教
の
相
違
も
、
法
も
議
会
制
定
法

も
王
位
継
承
と
王
権
の
世
襲
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
明
記
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
の
王
位
は
、

神
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
血
筋
に
与
え
ら
れ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
、

臣
民
は
そ
れ
に
従
う
義
務
を
負
う
も
の
と
定
め
ら
れ
た（
（6
（

。
ヨ
ー
ク
公

は
一
六
六
九
年
の
国
王
至
上
法
（Act of Suprem

acy

）
の
条
項
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か
ら
も
法
的
に
王
位
継
承
の
正
統
性
を
確
保
し
て
お
り
、
ふ
た
つ
の

法
律
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ク
公
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
位
継
承
は
よ
り
強

固
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る（
（6
（

。

　
こ
の
法
律
は
、
官
報
『
ロ
ン
ド
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
に
も
掲
載
さ
れ
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
政
府
に
よ

る
こ
の
対
処
は
、
排
除
法
案
の
審
議
に
関
し
て
『
ロ
ン
ド
ン
・
ガ
ゼ

ッ
ト
』
が
沈
黙
を
保
っ
た
と
い
う
事
実
と
対
照
を
な
し
て
い
る（
（6
（

。

　
ヨ
ー
ク
公
は
一
六
七
九
年
の
一
時
期
と
一
六
八
〇
年
の
一
〇
月
か

ら
一
六
八
二
年
に
か
け
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
、
法
律
の
制

定
だ
け
で
な
く
統
治
の
面
で
も
教
会
を
統
制
し
、
国
王
に
反
対
す
る

勢
力
を
弾
圧
し
て
政
治
秩
序
の
回
復
に
努
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ト
ー
リ
の
反
動
と
連
動
し
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ

二
世
治
世
末
期
の
三
王
国
の
支
配
強
化
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ

る（
（6
（

。
お
わ
り
に
　

　
本
稿
で
は
ヨ
ー
ク
公
に
対
す
る
王
位
継
承
排
除
法
案
の
議
会
審
議

の
再
検
討
を
通
し
て
、
王
政
復
古
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
同
君
連
合
の
側
面
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み

た
。
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
述
べ
て
本
稿
を

閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
従
来
の
研
究
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
王
位
継
承
排
除
法
案
の

審
議
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
弟
ヨ
ー
ク
公
が
王
位
を
継
承
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
宗
教
が
最
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
や
彼
と

つ
な
が
る
下
院
の
い
わ
ゆ
る
排
除
派
の
議
員
た
ち
は
、
ヨ
ー
ク
公
と

カ
ト
リ
ッ
ク
の
危
険
性
を
指
摘
し
、
王
位
継
承
排
除
法
案
の
成
立
を

目
指
し
た
。
し
か
し
、
王
位
継
承
排
除
法
案
の
審
議
に
お
い
て
、
同

君
連
合
を
構
成
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
視
野
に
入
れ
、
ヨ
ー
ク
公

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
王
位
継
承
を
妨
害
し
よ
う
と
し
た
議
員
が

い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。七
九
年
の
議
会
に
お
け
る
排
除
法
案
は
、

反
対
意
見
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
王

位
継
承
を
も
否
定
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
八
〇
年
の
議
会
で
は
議
員
た
ち
の
反
対
に
よ
り
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
に
関
す
る
条
項
は
一
切
含
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
一
六
七
九
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
長
老
派
に
よ
る

反
乱
の
勃
発
や
ヨ
ー
ク
公
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
、
顧
問
官

と
し
て
政
治
に
関
与
し
て
い
る
と
い
っ
た
情
勢
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
た
め
八
〇
年
一
一
月
二
日
の
議
会
審
議
で
は
、
北
部
の
国

境
地
域
に
近
い
議
員
た
ち
が
、
法
案
の
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位

継
承
排
除
」
と
い
う
項
目
に
懸
念
を
表
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
見
は
八
一
年
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
議
会

で
も
現
れ
た
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、王
政
復
古
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
で
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
同
じ
君
主
の
統
治
す
る
別
の
政
体
と
考
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
九
年
の
法
案

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

お
け
る
ヨ
ー
ク
公
の
王
位
継
承
も
阻
む
も
の
で
あ
り
、「
国
制
の
錯

綜
」
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
法
案
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
同
君
連
合
体
制
の
解
体
」
を
招
き
か
ね
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　
一
六
七
九
年
六
月
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
長
老
派
の
反
乱
や

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
不
穏
な
情
勢
が
指
摘
さ
れ
る
中
、

一
六
八
〇
年
の
議
会
で
は
、
排
除
法
案
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
の
文
言
が
削
除
さ
れ
た
。
加
え
て
国
王
や
上
院
が
法
案
成
立
の

阻
止
に
動
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
排
除
法
案
に
よ
る
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
断
は
結
果
的
に
回
避
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
排
除
法
案
の
否
決
に
よ
っ
て
同
君
連
合
の
維
持
が
約

束
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
、

一
六
八
一
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
王
位
継
承
法
を
通
過
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
、
及
び
拙
稿
で
指
摘
し
た
ロ
ー
ダ
ー

デ
イ
ル
公
の
弾
劾
上
奏
文
の
作
成
も
含
め
、
一
六
七
〇
年
代
半
ば
か

ら
八
〇
年
代
初
頭
の
王
位
継
承
排
除
危
機
の
時
代
は
、「
同
君
連
合

の
危
機
」の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。そ
し
て「
三
王
国
の
危
機
」

と
歴
史
家
ハ
リ
ス
が
指
摘
す
る
統
治
の
危
機
を
孕
み
つ
つ
も
、
チ
ャ

ー
ル
ズ
二
世
は
反
動
的
と
も
い
う
べ
き
政
策
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
と
の
分
断
の
危
機
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
王
位
継
承
排
除
法
案
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け

る
審
議
過
程
と
同
時
期
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
チ
ャ
ー
ル
ズ

二
世
の
政
策
と
い
う
枠
組
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
で
、
八
一
年
に
王
位
継
承
法
を
制
定
す
る
過
程
で
ど
の

よ
う
な
議
論
が
み
ら
れ
た
か
を
よ
り
詳
細
に
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
媒
体
の
分
析
を
通
し
て
議
会
外

の
議
論
も
含
め
て
、
よ
り
幅
広
い
視
点
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
両
国
の
同
君
連
合
を
問
い
直
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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Regal Union and Exclusion Crisis 
―The deliberation process for the Exclusion Bill in English Par-
liament― 

HAYASHIDA, Naoki

　　In English history, the Exclusion Crisis of 1678-81 has been argued 
by many scholars. It has been discussed in a framework of English 
history. Recent years, the era of Exclusion Crisis has begun to be inter-
preted by “British History”. As a result, the crisis extended to Ireland, 
and to Scotland. But, the deliberation process is insufficient to analyze 
it from the viewpoint of “British History” This paper examines how the 
Exclusion bill affected Anglo-Scottish relations.
　　In 1679, the Exclusion Bill was drafted by the House of Commons. 
Many members of Parliament persuaded that monarchy and protestant 
religion would be in serious danger by the succession of the catholic 
prince, the Duke of York. On the other hand, members of Parliament 
mentioned relations with Scotland. The Exclusion bill in 1679 contained 
the provision which excluded the Duke of York as King of England, 
Scotland and Ireland. In other words, the English Parliament demand-
ed the Duke of York was excluded from succeeding not only the English 
throne but also the other two kingdoms in Britain. In addition, the 
words “the crown” were transcribed in the plural form on the bill. These 
facts showed confusion of constitutional systems of the three kingdoms 
in Britain. 
　　After Parliament of 1679 was dissolved, a rebel army in Scotland 
demanded the defense of the Covenants and were in opposition to Epis-
copacy rose revolt. As for the Lord High Commissioner, Duke of Lauder-
dale, his misgovernment was criticized in both England and Scotland. 
These events led to serious international crises. 
　　In 1680, the Exclusion Bill was resubmitted to the English Parlia-
ment. Members of Parliament expressed concern regarding the exten-
sion of the legal binding force of this bill extended to Scotland. After the 
discussion, the article about Scotland was deleted in from bill. In the 
end, the bill of Exclusion failed in the House of Lords. 
　　As a result, this paper concludes that Scotland has a different con-
stitution under the same monarch, and the Exclusion Crisis was also 
Crisis of regal union. 


